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１ 開会 

⑴ 会長あいさつ 

２ 協議事項 

⑴ 第２次新城市男女共同参画プラン令和４年度評

価・点検 

３ その他（報告事項） 

⑴ 男女共同参画フォーラムについて 

⑵ 啓発活動について 

会 議 資 料 
・令和４年度実績報告 

・疑問・質問まとめ 
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１ 開会 

鄭会長のあいさつに続き、市民自治推進課長から委員の交代、会議の流れと協議

事項の説明があった。 

 

２ 協議事項 
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はじめに、会議録の署名委員を名簿番号５番の鈴木委員、６番の古田

委員にお願いする。 

第２次新城市男女共同参画プランの令和４年度の評価・点検について

事務局から説明をお願いする。 

  

パートナープランの実績の表に各委員からのコメントをまとめたこ

と、コメントの疑問・質問について担当課に確認した結果について説明

した。 

  

今の事務局の説明等について意見、質問はあるか。私の意見として、

「地域活動に参加している従業員がいる会社への補助的支援があるか」

という質問があった。他の自治体にはあるのかを調べてほしい。次に、

女性議会のアンケートはいつ実施したのか。最後に、「担当課評価」に

ついて、「B」の評価が全体に多い、そして評価基準が担当課で違うのが

気になる。 

 

他の自治体が会社への補助的支援を行っているか調べておく。女性議

会のアンケートは参加募集も兼ねて行っているため 4 月下旬から５月

上旬にかけて行っている。評価基準については検討し、次回の会議で説

明する予定。 

 

 今の実績報告だと評価する方も評価しにくい。数値目標を入れるとわ

かりやすいと思う。次に「行政区活動における男女共同参画の推進」に

ついて区長にこだわらず、行政区活動に携わる人の人数に変更すると良

いと思う。10 年後には多くの地区が、65 歳以上が 50％を超えるので、

女性、外国人の参加が必要となると思う。最後に、女性議会のアンケー

トはどんな内容を聞いているのか。女性議会で取り上げられるテーマは

子育て、介護、観光が多い。若者議会はイベントが多いイメージがある。

若者、女性が自治活動に参加すると雰囲気が変わるので、議会の中で自

治活動のテーマを取り上げたり、自治活動に参加してくれるといいと思

う。また、若者議会、女性議会の中で地域ごとにグループができるとよ

り良いと思う。 

 

 女性議会のアンケートでは、「女性議会を知っているか」、「どんなテ

ーマに興味があるか」等を質問している。最近参加された方は、子育て、

観光、農業、地域福祉等に興味を持って参加された。他の質問について
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は、ここで回答することが出来ないため、今後検討していくことになる。 

 

 世界経済フォーラムが出しているジェンダーギャップ調査で健康・教

育では、日本はトップクラス、政治・経済は年々悪くなっている。行政

側から行政・経済等のテーマを提案していってもいいと思う。この分野

を解決できないと女性参画の問題は解決できないと思うので、これを踏

まえて検討していってほしい。 

 

 数値目標があると評価しやすい。実績を書くときに、何を行って、ど

のように反映できたのか等を書くとわかりやすい。区の仕事と地域自治

区の仕事は似ている。似ているのに、両方で予算をつけることに疑問を

持つことがある。 

 

 地域自治区と行政区でやっていることが同じ場合、整理する必要があ

る。整理をどのようにしているのか。 

 

 代表区長会でも区長の役の軽減が議題に持ち上がっている。すぐに解

決というわけにはいかないが、検討していく。 

 

 ひとつの事業に対して色々なところからお金が出ている。重複するこ

とは勿体ないと思う。変えていこうと思っても、一歩が踏み出せない。

代表区長会でも話ができるといいと思う。 

 YouTube で見たが、夫婦で自治会活動に出ている人たちがいる。そ

のような地域は活力があると聞いた。良い取り組みだと思う。 

 

 家族の中でも会話が減っている時代なのでとても良いと思う。 

 

 区長は男性が多いが、子ども会・PTA の役員は女性が多い。昔ながら

のものなのか、仕事が忙しくてこども関係の役員には男性が参加できな

いのか。ある年齢になると変わるのか。女性が集まると意見がまとまり

やすいと思うので、女性の参加は必要と思う。 

 

 担当課評価の基準がわかりにくいと感じた。 

 確かに子ども関係は女性が多く、行政・防災は男性が多い。防災につ

いては、女性が入っていかないと今後大変なことになると思うが、どう

入っていけばいいのかわからないところもある。 

 

 今の取り組みが男女共同という言葉に合っているのかを考えた時に、

気づいたことがある。１点目豊橋まつりのクイーンがなくなり、18 歳

以上の男女になった。2 点目男性の民生委員を女性に変えてほしいとい

う意見があった。３点目ハンドルが軽くなったので女性が大型ダンプト
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ラックを運転できるようになった。これは社会の構造が変わったという

こと。４点目「日本語に潜む性差別」。世界でも珍しい日本の「女言葉」

と新聞で取り上げられていた。色んなところで絡まっている。その中で

今、男女共同参画に取り組んでいる。複雑すぎて、一つの施策だけで取

り組む、考えるということは難しい。「男女」ということで考えるので

はなく、適材適所で考えれば良いと思う。 

 

 男女共同参画を考えるときに「男女半々」、「均等」にという言葉を使

って考えていくことがあるが、まずは話し合って決めていくことが大事

であると思う。 

 

 課題に対するコメントがある。これによっていい方向に向かっていく

と思う。今出ている施策は長いスパンで考えられている。時代によって

出てくる問題が違うので、見直していくことが大事だと思う。 

 

 委員に意見を聞いて行政側はどう思ったのか。行政側の意見を聞いて

みたい。 

 

 行政区の仕事が負担だという意見はよく聞く。新型コロナウイル感染

症の流行をきっかけに、一部の地区で地区行事が減ったという話もあ

る。その中でも、地域で話し合うということは継続していってほしいと

考えている。地域自治区もそう。地域自治区には地域活動交付金、自治

区予算がある。高齢化率が高くて、活動がやりにくくなっている地区ほ

ど自治区予算が高くなる。若い世代や女性が活躍している地区は地域活

動交付金が増える。１０地区あるが地域差はある。 

当事者として、税金を使って、自分たちで判断して行い、自らチェッ

クして、活動しているということをわかっていただくためにも地域自治

区は必要だと考えている。誰もが出て行って地域で活躍していただけ

る。地域で自治区活動を深めていっていただきたいと感じている。 

 

 新城にはやる気のある若者、女性がいる。キーパーソンを見つけて、

輪を作る、育てるということが大切。人間にとって一番リスクは孤独な

死。人と話すことで寿命が延びるという研究結果もある。町の人たちが

集まって町のことを話すということは、単に男女共同参画に限ったこと

ではないと思う。共に歩めていけるように考えて行ってほしい。 

 

 地域自治区のことでは、地元の活動を見ていると予算取りで終わって

いる。将来の自治活動を考えるという話し合いがあると良いと思う。 

 

 高齢者が多い地区は予算取り、自治区予算が増えてきている。若い方

が多い地区では、今年度地域計画に基づく推進体制を作ってくれてい



 

 

る。活動の差が見えている。本来は自分たちでそのやり方でいいのかを

検討していくものなので、地区で検討していってほしいと考えている。 

 

３ その他（報告事項） 
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事務局から説明をお願いする。 

  

 ７月３０日に開催したしんしろ男女共同参画フォーラム「子どもの育

ちと性の多様性」についての報告、及び今後の男女共同参画フォーラム、

啓発活動について報告した。 

 

事務局から今後の流れについて説明をお願いする。 

 

本日皆さんからいただいた意見をもとに答申書の案を作成し、次回の

審議会で皆さんに確認していただく。事前にお送りさせていただくの

で、確認をお願いしたい。 

次回の審議会については１月２２日、２３日の午後を予定している

が、都合はよろしいか。欠席者の方の都合も聞いて決め、後日連絡させ

ていただく。 

 

これをもって本日の男女共同参画審議会を終了する。 
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